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小 学校 理 科 支援 員 等 配 置 事 業 へ の 取 り組 み
一 地 区 リー ダ ー 制 に よる理 科 支 援 員 の つ な が り
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1　 は じめ に

　平成 19 年度より、「理 科支援 員等 配置事業」が

始まっ て い る。 これ は 、外 部人 材を小 学校 の 理 科

授業に活 用 することにより、 授業で の 観察 ・実験 充

実と教員 の 資 質 向上 を図るこ とを 日的とし た事 業

で ある。（独 ）科 学技術振 興機構 が全 国の 教育 委

員会 に委託 し実施 され て い る。

　理 科 支援員 は 、 学 級 担 任 と連 携 をとり、 観 察 ・

実験 の 準備や 片付 け、TT として授 業 へ の 参加 、

校 内の 理科学習環境 の整備 にあたっ て い る。

　東京都北 区 にお い ても、平成 19年度か ら区 内

全小 学校 に配 置して い る 。 平成 20 年度 から新 し

い 試 みとして 「地 区リ
ー

ダ
ー

制」を取 り入れ 、つ な

が りを重視し た理科 支援 体制を運 用して い る。

　地 区リ
ーダー

制導入 によっ て 、 理 科支援員 同 上

をつ な げる仕組み を整 えるこ とで 、ノウハ ウの 共 有

や 地 域 全 体 の 向上 とい っ た 環境 面 と、支援 員各

々 の 意識 面をカ バ ー
で きる体制 を作り ヒげること

が 日的とされ てい る。

2　 目的

　理 科支援員 等配 置事業 に お ける、効果 的な地

区リ
ーダー

制 の 運 用 に つ い て検討 して い く。

3 　 体 制

　初年度 となる19 年度 は、「教育委員会」「コ
ーデ

ィネー
タ
ー

」「理 科支援員」の 直列 体制 で 運 営され

た。こ の 体制 の 元で は 、情報 の 連 絡系統が
一
貫 し

て い るもの の 、コ
ーディネーター

は全 地 区の 学校

の 巡 回 や 理 科 支援員 の 動 向 の 把 握 は 大 変 な作

業 となっ て い た。こ の 状 況 を改 善す るため 、全小

学校 を4 つ の 地 区 ブ ロ ッ クに 分 け、それ ぞ れ の 地

区 の 理 科 支援 員 の 中 か ら、リ
ーダー

を
．
選 出 して 始

め られ た の が 「地 区 リ
ーダー制」で ある。（図 1）

図 1　 運 用 体 制
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ダーは、各地 区 ・各 リーダ
ー

の 理科 支

援員 との 連 絡を密 に し、ノウハ ウの 共有 や支援 に

対 す る相 談 を請 け負 うとともに 、
コ
ーディネ

ー
タ
ー

へ の 現状や 各地 区か らの 要求など の 報告 を行う。

4 　 現 状 と課 題

　半 年間運 営を行 い 、以 下 の ような現 状と課題 が

見え て きた。

　 ・理 科 支援 員 間で の 情報 の 共有 ・相談 の 窓 口

が増えた

　 ・地 区リ
ーダー

が地 域の 理 科支援員 の 顔をわか

るようにな っ た

　
・
同 地 区 ／他 地 区 ともに理 科 支援員 問 の 交流

の ため の 働 きか けはまだ で きて い な い

　 ・一
人 の ノウハ ウを共 有で きる体制 づ くりが 必 要

　これ らを踏まえなが ら、より実態 に即した体制を

作り上 げて い く必 要がある。
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